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考査の結果が返却され始めているようだが
結果やいかに？ 昨日も政経のM先生と印刷
室で立ち話をしたのだが、「35Rはそれなり
にやっているんだけど、点数にしてしまうと
ちょっと厳しい感じかな」とのこと。先週の
金曜日には、必選地理のＮ先生と印刷室で立
ち話をしたのだが、その時も「35Rは成績上
位者に入ってこないねぇ～」とのことであっ
た。やれやれ…。（どうも印刷室で立ち話を
するとロクなことがないな…）
まあしかし、スタート時点がこういう状況

だということは、これからきっとスゴく伸び
るということなのだろうから、担任としては
期待することにしよう。君たちも明るい未来
が待っていると考えて努力を継続することで
ある…って、あまり慰めになっていないか。
ただ、学級日誌などを見ていると、授業や

休み時間の様子などが「去年までとは何か違
う」という印象を持っている諸君が多いこと
もわかる。日比谷生は、毎年授業を通して力
を伸ばし、最終的にはＥ判定を覆した結果を
ゲットしていく。だから、日常の授業の雰囲
気は大切で、それが上記のような印象に変化
しているということは、やっぱりイイことな
のである。これから行事などもあって浮かれ
がちになるが、そういう時こそしっかりとケ
ジメをつけて、一時間一時間の授業を大切に
しよう。そして、授業担当の先生方ともイイ
関係を築いて、その先生方の持っていらっし
ゃる最大限の力を発揮していだくような、や
る気を感じさせる授業の雰囲気作りに努めた
いものである。

＊
立ち話といえば、月曜日と金曜日の朝、遅

刻撲滅！を目指して立ち番をしている時に、
よく担任団のＷ先生やＫ先生・Ｓ先生などと
四方山話をしているのだが、当然のことなが
ら四方山話とはいっても、自分たちの学年の
生徒たち、つまり君たちの成績のことや生活
態度のことが話題の中心である。そういう時
は固有名詞で話をするわけだが、35Rの諸君
が話題に登場することは最近あまりなくなっ
てきた。去年は、「遅刻が多い」「世界史の結
果が思わしくない」「課題を提出しない」と
いったことで固有名詞がずいぶん話題に上っ
ていたから、その頃と比較すると、少しずつ
でも改善傾向にあるということなのだろうか
（…というよりも、「遅刻」が「大幅な遅刻」
になって、我らの網に引っかからないだけと
いうことも考えられるが…）。
逆に、「●●は最近一所懸命やっている」

みたいな話を（ごくたまにではあるが…笑）
聞くようになってきた。「授業中寝ていない
（←当たり前か！）」とか「自習室で勉強し
ている姿をよく見かける」とかである。そう
いう話が多く聞かれるようになると、それに
伴って成績も向上してくるものである。
前号にも書いたが、今までサボっていたな

と感じている人は、そう簡単に勉強の成果が
現れることはないだろう。だからこそ、今が
頑張り時なのである。勉強法に迷うこともあ
るに違いない。しかし、安易に方向転換する
のではなく、自分がやらなければならないこ
とと、実際にこなしていることを見比べて、
何が足りないのか、何が余計なのか、素直に
反省することだ。迷ったら授業を大切にする。
これが現役生の鉄則であることも忘れずに。


